
ピ

エ

ー

ル

・

ロ

テ

ィ

と

ポ

ー

ル

・
ゴ

ー

ギ

ャ

ン

岡

谷

公

二

タ

ヒ

チ
と
言

え

ば

ゴ

ー
ギ

ャ
ン
だ
が

、

一
九

世
紀

に

お

い

て
、

こ

の

魅

力

的

な

土

地

を
形

象
化

し

た
人

間

に
も

う

一
人

ピ

エ
ー

ル

・
ロ
テ

ィ

が

い

る
。
彼

の

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』
(
一
八

八
〇

)
は
、
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の

タ

ヒ
チ
行

と

『
ノ

ア

・
ノ

ア
』

に
影

響

を
与

え

て

い
る
と

思

わ

れ

る

に

も

か
わ

ら
ず

、

こ

の

二
人
が

並

べ

て
論

じ

ら
れ

る

こ

と

は
き

わ

め

て
少

い
。

本
稿

の

目
的

は
、

こ

の
影

響

関

係

を

明
ら

か

に
す

る
と

と

も

に
、

ロ
テ

ィ
が
体

現

し

て

い
た

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス
ム
と

い
う
風

潮

に
、

も
う

一

度

人

々
の
関

心

を
促

す

こ
と

で
あ

る
。

筆

者

は

こ
れ

ま

で

ロ
テ

ィ

の
愛

読

者

だ

っ
た

こ
と

は
な

い
。
彼

の
日

本

を

テ

ー

マ
と

し

た

『
お

菊

さ

ん
』

(
一
八

八

七

)

や

『
秋

の

日

本

』

(
一
八

八
九
)

は
勿

論

、

ト

ル

コ
の

ハ
レ

ム

の
女

性

と

の
恋

を
扱

っ
た

処
女

作

『
ア
ジ

ャ
デ

』

(
一
八
七

九
)
、
『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』
、
『
ア

フ
リ

カ

騎

兵
』

(
一
八

八

一
)
、

『
氷
島

の
漁

夫

』

(
一
八

八
六
)

な

ど

を

読

み
、

そ

の
繊

細

な

文

章

に

い
く

ら

か
心
惹

か

れ

は
し

た

も

の

の
、

た

だ

そ
れ

だ

け

の

こ
と

だ

っ
た
。

し

か

し
私

の
私

淑

す

る

画

家

・
文

人

、

ゴ

ー

ギ

ャ

ン
、

ゴ

ッ
ホ
、

ア

ン
リ

・
ル

ソ
ー
、

レ

ー

モ

ン

・
ル

ー

セ

ル
ら

が

皆

ロ
テ

ィ
の
愛
読

者

で
あ

る

か

、
彼

と

深

い
か

か
わ

り

を

持

つ
か

し

て

　

い

る
め

で
、

以
前

か
ら

気

に
な

る
存

在

で
あ

っ
た
。

一
昨

年

、

フ

ラ

ン

ス
に
滞

在

し

て

い
た
折

、

大

西

洋

岸

の

町

ロ
シ

ュ

フ

ォ
ー

ル

に
あ

る

ロ
テ

ィ
の
生

家

を

た

ま

た

ま
訪

ね

た

こ

と
が

き

っ
か

け

に
な

っ
て
、
少

し

ロ
テ

ィ
の

こ
と

を

調

べ

て

み
よ

う

と
思

い
立

っ
た
。

ち
な

み

に
こ

の
生

家

は
、
彼

が

海

軍

を
退

役

し
た

後

、
晩

年

の
日

々
を

送

っ
た

と

こ

ろ

で
、

彼

は

も
と

の
家

に
大

改

造

を

加

え
、

一
生

の
旅

の

記

憶

を

再
現

せ

ん
と

し

、

田
舎

町

の
、
外

見

は
ま

こ

と

に
平

凡

な

住
居

を

驚

く

べ
き

綺

想

の
館

に
作

り
変

え

て

い
て
、

一
見

の
価

値

が

あ

る
。
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と

り

わ

け

シ
リ

ア

の
ダ

マ
ス
ク

ス
の
、

火
事

で
半

ば

焼

け

た

モ

ス
ク
を

そ

の
ま

ま
買

い
と

っ
て
移
築

し

た
と

い
う
部

屋

は
、

。バ
ラ
色

と
白

の
大

理

石

の
柱

と

い

い
、

目

の
さ

め

る

よ
う

な
青

の

モ
ザ

イ

ク
と

い

い
、

み

ご

と

な

も

の
だ

。

生

前

一
世

を
風

靡

し
、

一
八

九

一
年

に

は

ア

カ

デ

、ミ
ー

・
フ

ラ

ン

セ
ー
ズ

の
最

年

少

の
会

員

に

選

ば

れ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

今

日

ロ

テ

ィ
の
声

価

は
地

に
落

ち

て

い
る
、

と

い
う

感

が

深

い
。

そ

れ

が

端
的

に
わ

か

る

の
が

、

古

本

の
値

段

で
あ

る
。

セ

ー

ヌ

の
河
岸

の
古

本

屋

で

ロ
テ

ィ
の
本

を
漁

る
と

、

そ

の
値

段

は
、

い

つ
も

私

の

予
想

を

は

る
か

に
下

ま

わ

っ
た
。

安

さ

と

い
う
点

で
は
、

ア

ナ

ト

ー

ル

.
フ
ラ

ン
ス
と

双
璧

だ

っ
た

。

こ

の

二
人

が

モ
ー

リ

ス

・
。ハ
レ

ス
と

も

に

シ

ュ
ル

レ

ア

ヨ

リ

ス
ト

た
ち

に
罵
倒

さ

れ

た

こ
と

は

よ
く

知

ら

れ

て

い
る

が
、

こ
れ

は
、

シ

ュ
ル
レ

ア
リ

ス
ト

た

ち
が

活

躍

し

は

じ

め
た

一
九

二
〇

年
代

に

お

い

て
、

二
人

が

既

成

の
世

代

を

代

表

す

る
作

家

だ

っ
た
、

と

い
う

こ

と

で

図1ピ エ ー ル ・ ロ テ ィ

あ

る
。

パ

リ

の
南

は
ず

れ

、

。フ
ラ

ン

シ
オ

ン
通

り

の
屠

殺

場

あ

と

で

週

末

ご
と

に
開

か

れ

る
古

書

市

で
は
、

私

は
、

十

九
世

紀

末

か
ら

二
十
世

紀

は

じ

め

に
か

け

て

カ

ル

マ
ン

・
レ
ヴ

ィ
社

か

ら

出

た
浩

瀚

な

彼

の
全

集

の
端

本

五
冊

を
、

そ
れ

ぞ

れ

十

フ
ラ

ン

(
二
百

円
)

で
手

に
入

れ

た
。

ま

さ

に
ぞ

っ
き

本
扱

い
だ

っ
た

。

現

在

に

お
け

る

ロ
テ

ィ
の
不

評

は

、
彼

の
作

品

の
質

自

体

よ
り

、

エ

グ

ゾ

テ

ィ

ス
ム

の
退
潮

か
ら

来

て

い
る

と
考

え

ら

れ

る
。

十

九

世
紀

半

ば

以

来

、

西
欧

の
列

強

は

、
あ

ら

そ

っ
て
植

民

地

を

拡

大

し
た

。

そ

し

て

こ
れ

ま

で
人

々
の
視

野

の
外

に
あ

っ
た

オ

セ
ア

ニ
ア
、

ア

フ

リ

カ
、

中
南

米

な

ど

の
国

々
の
物

珍

し

い
有

様

が

、

軍

人

ロ

テ

ィ
も

そ

の

一
人
だ

っ
た

、
宣

教

師

、

役

人

ら

の
手

に
よ

っ
て
西

欧

に
も

た

ら

さ

れ

た
。

そ

し

て
銅
版

画

の
挿

絵

入

り

で
そ

う

し

た
情

報

を
満

載

し

た

『
マ
ガ
ザ

ン

・
ピ

ト

レ

ス
ク
』

や

『
イ

リ

ュ
ス

ト

ラ

シ
オ

ン
』

と

い

っ
た

雑
誌

が

人

々

の
夢

を

は
ぐ

く

ん
だ

。

ま

た
、

こ
う

し

た

熱

帯

、

亜

熱

帯

の
土

地

の
、

肌

色

の
異
な

っ
た

人

々
や
、

奇

異

な
産

物

や
什

器

を

ま

の
あ

た

り

に
す

る

こ
と

の
で
き

る
万

国
博

覧

会

は
、

夢

の

焔

を

一
層

燃

え

上

が

ら

せ

た
。

こ
う

し

て

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス
ム
と

い
う

、

西

欧

を
大

き

く

動

か

す

風
潮

が

生

ま

れ

た

の

で
あ

る

。

こ

の
風

潮

が

ど

れ

ほ
ど

の
力

を

持

ち

得

た

か

の
例

を

一
つ
あ

げ

よ
う

。

一
八
七
九

年

九

月

十

五

日
、

す

な

わ

ち

ロ
テ

ィ
の

タ

ヒ
チ
滞

在

の
七

年

後

、

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の

タ

ヒ
チ
行

の
十

二
年

前

、

二
百

人

近

い
男

女

を

乗

せ
た

一
艘

の
船

が

オ

ラ

ン
ダ

の
港

ブ

リ

シ

ン
ゲ

ン
か
ら

、

南

太
平

洋

、
一34一



ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア

の
東

端

に
近

い
ビ

ス

マ
ー

ク
諸
島

に
向

け

て
出

航

し

た
。

彼

ら

は
、
南

海

に

「
新

し

い

フ
ラ

ン

ス
」

な

る
楽

園

の
建

設

を

夢

み

た
、

誇

大

妄

想

狂

の

フ
ラ

ン

ス
人

シ

ャ

ル
ル

・
デ

ュ
プ

レ

イ

ユ
侯

爵

な

る

人

物

の
誘

い
に
乗

り
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で

の
財

産

を
処

分

し

て
企

て
に
参

加

し

た
人

た

ち

だ

っ
た
。

当

時

全

く

未

開

で

、

瘴

癘

の
地

だ

っ
た

ビ

ス

マ
ー

ク
諸
島

の

一
つ
、

ニ

ュ
ー

・
ア
イ

ル

ラ

ン
ド
島

に
上

陸

し

た
彼

ら

は
、

た

ち

ま

ち
熱

病

と

飢

え

の
た

め

に
次

々
と

死

に
、

企

て
は

あ
え

な

く
挫

折

す

る
。

こ
れ

は
、

フ
ラ

ン
ス

の
女
流

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
作

家

ク
リ

ス
テ

ル

・
ム
シ

ャ
ー

ル
が

近

年

、

シ
ド

ニ
ー
と

キ

ャ

ン
ベ

ラ

の
古

文

書
館

の
古

文

書

を

渉

猟

し

て
掘

り
お

こ
し
、

『海

賊

た

ち

の

女

王

』

の
中

で

公

に

　

し

た
実

話

で
あ

る
。

彼

女

は

次

の

よ
う

に
書

く

。

「
も

っ
と

も

驚

く

べ

き

は
、

出

発

前

に
誰

一
人

と

し

て
侯

爵

の
話

の
真

偽

を

確

か

め

よ

う
と

し
な

か

っ
た

こ

と

で
あ

る
」

こ

の
実

話

は

、
当

時

西

欧

の
人

々
が

抱

い
て

い
た
南

方

憧

憬

が
ど

れ

ほ
ど

の
も

の
で

あ

っ
た

か

を

示

し

て

い

る

。

実

際

ハ
ー

マ

ン

・
メ

ル

ヴ

ィ

ル
が

言

う

よ
う

に
、

こ

の
時

代

の

「
万

人

の
胸

に

は

一
つ
の

タ

ヒ

チ
が

横

た
わ

っ
て
」

い

た

の
だ

っ
た
。

こ
う

し

た

人

々
の
渇

望

に
、

ロ

テ

ィ
ほ
ど

よ

く

こ

た
え

た
作

家

は

い
な

い
。

し

か

し
、

二
十
世

紀

に
入

っ
て
、

植

民

地

の
お
ぞ

ま

し

い
実

態

が

明

ら

か

に
な

る

に

つ
れ
、

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス
ム

の
夢

の
焔

は
呆

気

な

く
消

え

去

っ
た
。

そ

れ

と

同
時

に

ロ
テ

ィ
を
代

表

と

す

る

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス

ム
の

作
家

た

ち

は
、

植

民

地
支

配

を

美

化

し

た
と

し

て
、

き

び

し

く
断

罪

さ

れ

る

に
至

っ
た

。

私

は

こ
れ

ま

で
未
読

の

『
わ

が
弟

分

イ
ヴ

』
(
一
八

八

三
)
、
『
或

る
子

供

の
物

語

』

(
一
八
九

〇
)
、

『
憐

み
と

死

の
書

』

(
一
八

九

一
)
、

『
少

年

期
』

(
一
九

一
九

)
な

ど

を
読

ん

で

み

て
、

ロ
テ

ィ
の
今

日

の
評

価

は
不

当

だ

と

い
う

思

い
を
深

く

し

た
。

ロ
テ

ィ
は

、
世

の
風

潮

に
便
乗

し

た
わ

け

で

は

な

い
。

書

く

と

は
彼

に
と

っ
て
、

お

の

れ

の
生

き

た
時

間

を

紙

に
定
着

さ

せ

る

こ
と

で
あ

り
、

そ

の
心

に
ま

と

い

つ
い

て
離

れ

ぬ
記

憶

や

イ

メ
ー

ジ

を
悪

魔

祓

い
す

る

こ
と

で
あ

る

。
彼

は

た
だ

書

き

た

い
こ
と

を

書

い
た

に
す

ぎ

な

い
。

エ

グ

ゾ

テ

ィ
ス

ム
の
作

家

と

は
、

世
間

が

彼

の
意

に
反

し

て
作

り

あ

げ

た

像

と

言

う

こ

と

が

で
き

る
。

ブ

リ

ュ
ノ

・
ヴ

ェ
ル

シ

ェ
が

「
驚

く

べ
き

は
、

彼

が

忘

れ

ら

れ

た

こ
と

で
は

な
く

、

あ

れ

ほ

ど
有

名

だ

っ
た

こ
と

　

だ
」

と

言

っ
て

い
る

の

は
正

し

い
。

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス

ム
の
作

家

と

い
う

レ

ン
テ

ル

は
脇

に
置

き

、

自

伝
作

家

、

ヒ

ュ
ー

マ
ン
ド

キ

ュ
メ

ン
ト

の

記
録

著

、

民

族

誌
学

の
先

駆

者

と

し

て

ロ
テ

ィ
を

も
う

一
度

読

み
直

す

べ
き

時

が

来

て

い
る
と

い
う

の
が

私

の
意

見

で
あ

る
。

ピ

エ
ー

ル

・
ロ
テ

ィ

(
一
八

五
〇

ー

一
九

二
三
)

と

ポ

ー

ル

・
ゴ

ー

ギ

ャ

ン

(
一
八

四

八
-

一
九

〇

三
)

と

は
全

く

の

同
時

代

人

で
あ

る
。

二
人

に
面

識

が

あ

っ
た

か
ど

う

か

は
分

か

ら

な

い
が

、

少

な

く

と
も

二

人

の
描

く

人

生

の
軌

道

は
、
或

る

一
時

期

急
接

近

し

て

い
る

。

一
八
七

一35一



O
年

、

海

軍

少

尉

に
任

官

し
た

ロ
テ

ィ

本

名

ジ

ュ
リ

ア

ン

・
ヴ

ィ

オ

ー

は
、

普

仏
戦

争

の
勃
発

と

同
時

に

コ
ル
ベ

ッ
ト
艦

「
ド

ク

レ

ス
」

号

に
乗

船

し

て
、

北

海

の
警

備

に
当

た

っ
た
。

一
方

一
八
六

五
年

か

ら
南

米

航

路

の
船

員

だ

っ
た

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
は

、

一
八

六

八
年

兵
役

に

つ
く

と

同

時

に
海
軍

に

入
り

、
普

仏

戦

争

勃

発

時

に

は
、

コ
ル
ベ

ッ
ト

艦

「ジ

ェ

ロ
ー

ム
ーー

ナ
ポ

レ

オ

ン
」

号

に
配

属

さ

れ

て
、

や

は
り

バ

ル

ト
海

の
偵

察

の
任

に

つ

い
て

い

る
。

し

か
も

こ

の

二

つ
の

コ
ル
ベ

ッ
ト

艦

は
、

ブ

エ
ーー

ヴ

ィ

ロ
ー

メ
伯

爵

を

と

も

に
提

督

と

し

て

い
た
だ

い

て

い
た

の

で
あ

る
。

「
二
人

は
た

ぶ

ん
軍

港

シ

ェ
ル
ブ

ー

ル

で

出

会

っ
た

か

も

し
れ

な

い
」

と

デ

ヴ

ィ

ッ
ド

・
ス
イ

ー

ト

マ

ン

は
近

著

『
ゴ

ー

　

ギ

ャ

ン
伝

』

(
一
九

九

五
)
の
中

で
言

う
。
し

か

し
た

と

え

会

っ
た
と

し

て
も

、

二
等

水

兵

の
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
が

、
こ

の

二
歳

年

下

の
、
「芸

術

家

的

ア

素

質

を

持

つ
、

虚

弱

体

質

の
、

甘

や

か
さ

れ

た

子
供

」

で
あ

る
紅

顔

の

図2海 軍 少 尉 の ピエ ール ・ロテ ィ

少
年

士
官

に
共

感

を
抱

い
た
と

は
考

え

に
く

い
。

ゴ

ー
ギ

ャ
ン
は

、
流

行

作

家

の

ロ
テ

ィ
を
知

っ
て

い

て
、

『
ロ
テ

ィ

の
結

婚

』

を

は
じ

め
、

そ

の
作

品

を

い
く

つ
か
読

ん

で

い
た

の

は
確

か

だ

が
、

ロ
テ

ィ
の
方

で

は
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の

こ
と

を

知

っ
て

い
た

か
ど

う

か

は

不

明

で
あ

る
。

海

軍

士
官

で
あ

り

な

が

ら

サ

ー

カ

ス
の
芸

人

と

し

て
曲

芸

を
演

じ

る

ほ
ど

多

才

の

人
間

だ

っ
た

ロ
テ

ィ
は
、

デ

ッ
サ

ン
も

よ

く

し

た
。

実

際

「
イ

ー

ス
タ

ー
島

紀

行

」

を

は

じ

め
と

す

る
彼

の
初

期

の
文
章

は
、

彼

自

身

の
手

に

な

る
挿

絵

入

り

で
、

『
イ

リ

ュ
ス
ト

ラ

シ

オ

ン
』

誌

に

掲

載

さ

れ

た

の
で

あ

り
、

レ

ス
リ

ー

・
ブ

ラ

ン
チ

は
、

「
彼

の
デ

ッ

サ

ン

は
、

も

っ
と

野

心
的

な

油

絵

同
様

、

玄

人

は
だ

し

の
も

の

で
あ

っ
た
。

彼

は
、

筆

と

鉛
筆

と

で
自

己

表

現
す

る

こ
と

の
で
き

た
、

ヴ

ィ

ク
ト

ル

・
ユ
ゴ

i
、

レ
ー

ル

モ

ン
ト

フ
、

ミ

ュ
ッ
セ
、

サ

ッ
カ

レ
ー
、

フ

ロ
マ

ン
タ

ン
ら

十

九

世
紀

の
文

人

の
仲

間

の

一
人

で
あ

る
」

と
さ

え

書

い
て

　

い
る
。

私

は
所

蔵

し

て

い
な

い
が

、

パ

リ

の
書

店

で
か

つ
て

ロ
テ

ィ

の

画
集

を

見

た

こ
と

が

あ

る
。

彼

は

タ

ヒ
チ

で
も

勿

論

デ

ッ
サ

ン
や

水

彩

を
描

い
て

い

て
、

一
八

八

〇
年

カ

ル

マ
ン
ー

レ
ヴ

ィ
社

か

ら
出

た

『
ロ

テ

ィ
の
結

婚

』

の
初

版
本

は
、

三
十

三
点

の

ロ
テ

ィ
の
デ

ッ
サ

ン
で
飾

ら

れ

て

い
た
。

こ
れ

ら

の

デ

ッ
サ

ン
は
、

独
創

性

に

は
欠

け

る
け

れ

ど

も

、
繊

細

で
、

情

感

が

こ

も

っ
て

い

て
、

巧

み
な

も

の
だ

。

し

か

し

ロ
テ

ィ
は
、

同

時
代

の
文

学

に
対
す

る
と

同

様

、

同
時

代

の

絵

画

に
も
全

く

関

心

を

払

わ

な

か

っ
た
。
彼

の
著

作

、

日

記

、

手
紙

に

一36一
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は
、

画

家

の
名
前

は

ほ
と

ん
ど

出

て

こ
な

い
。

尤

も
彼

は

一
九

一
=
二
年

ま

で
生

き

て

い
て
、

そ

の

こ
ろ

に

は
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の
名

声

は
ひ

ろ
く

ゆ

き

渡

っ
て

い
た

か

ら
、

彼

の
鍾
愛

の
地

タ

ヒ
チ

を
描

い
た

画
家

と

し

て
、

名

前

く

ら

い
は
知

っ
て

い
た

だ

ろ
う

し
、

そ

の
作

品

を

い
く

つ
か
見

た

可
能

性

は
あ

る
。

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』

は
最

初

、

ジ

ュ
リ

エ
ッ
ト

・
ア
ダ

ン
夫

人

の
主

宰

す

る

『
ヌ
ヴ

ェ
ル

・
ル
ヴ

ュ
』

誌

一
八
八

〇
年

一
、

二
月
号

に

二
回

に
わ

た

っ
て
連

載

さ

れ

、

前
述

の

よ
う

に
、

同
年

カ

ル

マ

ン
ー

レ
ヴ

ィ

社

か
ら

単
行

本

と

し

て
出
版

さ

れ

た
。

ロ
テ

ィ
は
前

年

『
ア
ジ

ャ
デ

』

を

公

に
し

て

い
た
が

、

こ

ち

ら

の
方

は

世

評
が

芳

し

く

な
く

、

そ

れ

ゆ

え

ア
ダ

ン
夫

人

も

、
出

版
社

も

、
『
ロ
テ

ィ
の
結

婚
』

の
成

功

に

は
大

し

て
期

待

を

抱

い
て

い
な

か

っ
た

。

し

か

し
発

売

早

々
か

ら
売

れ

に
売

れ
、

ロ
テ

ィ
は
た

ち

ま

ち
流

行

作

家

と

な

り
、

『
ア
ジ

ャ
デ

』

の
方

も

お

か

げ

で
増

刷

を

重

ね
、

ラ

ラ

フ

の
リ
ボ

ン
や

ロ
テ

ィ
の
ボ

ン
ボ

ン
ま

で
売

り
出

さ

れ

た

と

い
う

。

当

初
作

者

の
名

前

は

明

ら

か

に
さ

れ

ず

、

「
『
ア

ジ

ャ
デ

』

の
作

者

」

と

し

か
本

に

は
記

さ

れ

て

い
な

か

っ
た

た

め
、

一

層

読

者

の
好

奇

心

を

唆

り
、

そ
れ

が

ま

た
売

り
上

げ

を

の
ば

し

た

の

で

　

あ

る

。
『
ロ
テ

ィ
の
結

婚
』

は
戦

前

は

津

田
穰

訳

で
岩

波
文

庫

に
入

っ
て

い

て
、

日
本

で
も

よ

く
読

ま
れ

た

が

、
現

在

は
絶

版

で
、

入
手

し

難

い
。

そ

れ

ゆ
え

ご

く
簡

単

に
内

容

を

紹
介

し

て

お

こ
う

(
こ

の
小

説

の
引

用

は

岩
波

文

庫

版

に

よ

っ
て

い
る
)
。

こ

れ

は
、

タ

ヒ
チ

に
寄

港

し

た

イ

ギ

リ

ス

の

軍

艦

の

乗

員

で
、

パ

ペ

ー

テ

で

は
土

地

の
人

々
か

ら

ロ
テ

ィ

マ
オ

リ
語

で
花

の
名
i

と

い
う

愛

称

で
呼

ば

れ

て

い
た
海

軍

士
官

ハ
リ

ー

・
グ

ラ

ン
ト

と
十

四

歳

に
な

る

マ
オ

リ
族

の
娘

ラ

ラ

フ
と

の
恋

物

語

で
あ

る
。

兄

が

や

は

り
海

軍

士

官

と

し

て

四
年

間

タ

ヒ
チ

に
在

住

し

た

こ
と

が

あ

り
、

ポ

マ

レ
女

王

に
も
寵

愛

さ

れ

て

い
た

の

で
、

ロ
テ

ィ
は
宮

廷

で

好

遇

さ

れ

た
。

一
方

マ
オ

リ
語

に
通

じ

て

い
た
彼

は
、

土

地

の
娘

た

ち

と

も

親

し
く

、

或

る

日
彼

女

ら
と

遊

び

に
行

っ
た

森

の
中

の
水

浴

び

場

で

ラ

ラ

フ
と

知

り

合

っ
た
。

彼

女

は
、
村

の
貧

し

い
娘

だ

っ
た
が

、

長

い
豊

か

な
髪

と

、

真
白

な
歯

と

、

小
柄

な

が

ら

驚

く

ほ
ど

均

整

の
と

れ

た

体

と
、

美

し

い
歌
声

の
持

主

だ

っ
た
。

二
人

は

や

が

て
愛

し

合

う

よ
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う

に
な

り

、

王
宮

の
近

く

の

一
軒

家

で
同

棲

し

た
。

し

か
し

ロ
テ

ィ
は

い

つ
か

帰

国

し
な

け

れ
ば

な

ら
ず

、

こ

の
不

可
避

の
別

離

が

、

二
人

の

生

活

を

不
安

に

し
た

。

し

か
も

ラ

ラ

フ
は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
人

が
持

ち
込

ん

だ

結
核

に
感

染

し

て

い
て
、

す

で

に
軽

い
咳

を

し

は
じ

め

て

い
た
。

ロ

テ

ィ
が
去

っ
た
ら

、

ラ
ラ

フ
は
自

暴

自
棄

に

な

っ
て
身

を

持

ち
崩

す

だ

ろ

う

、

と

い
う

親
友

の
予
言

が

、

ロ
テ

ィ
を
悩

ま

せ

た
。

や

が

て

ロ
テ

ィ
の
軍

艦

は
十

ヶ
月

の

ア

メ
リ

カ
巡

航

へ
と

出
発

す

る
。

そ

の
帰

途

再

び

船

は
パ

ペ

ー

テ

に
寄

港

し

た

が
、

滞

在

の
日
数

は
限

ら

れ

て

い
た
。

し

か
し

ラ

ラ

フ
と

と

も

に
す

べ
き

こ

の
貴

重

な
時

間

を

割

い
て

も
、

ロ
テ

ィ
は

、

兄
が

土

地

の
娘

と

の
間

に
な

し

た

と

い
う

子

供

に

一
目
会

い

に
、
荒

海

を
冒

し

て

モ
オ

レ
ア
島

へ
の
旅

を

せ
ず

に

は

い

ら

れ

な

か

っ
た
。

し

か

し
島

に
行

っ
て

み

る
と

、

そ

の
子
供

は
兄

の
子

で
は

な

い
と

分

っ
て
、

ロ
テ

ィ
は
落

胆

す

る
。

イ

ギ

リ

ス
に
帰

国

し

た

ロ
テ

ィ
は
、

彼

を
恋

い
慕

う

ラ
ラ

フ
の
手

紙

を

何

通

も
受

け

と

る
が

、

や
が

て
そ

れ

も

途
絶

え

る
。

そ

し

て

ロ
テ

ィ

は
人

づ

て

に

ラ

ラ

フ
が

一
時

フ
ラ

ン
ス

の
海

軍

士

官

の
女

と

な

っ
た
も

の

の
鬱

々
と

し

て
楽

し

ま
ず

、

火

酒

を

あ

お

っ
て
病

勢

を

早

め
、

十

八

歳

で

死

ん
だ

こ
と

を
知

ら
さ

れ

る

。

御

覧

の
通

り

、
筋

立

て

は
ま

こ
と

に
単

純

、

と

い
う

よ

り
平

凡

で
、

感
傷

的

で
さ

え

あ

る
。

そ

の
上

兄

の
子

に
会

い

に
ゆ

く

末
尾

の
部

分

は
、

作

者
が

強

調

し

て
き

た

ロ
テ

ィ
の

ラ
ラ

フ
に
対

す

る
愛
情

を
裏

切

る
も

の
で

あ

り
、

心

理

的

必
然

性

に
乏

し

い
。

ロ
テ
ィ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
作
品
に
あ

っ
て
、
小
説
的
趣
向
を
凝

ら
し
た
部
分
は
、
陳
腐
で
あ
る
。
二
流
作
家
だ
と
い
う
彼
に
対
す
る
評

価
は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。
し
か
し
彼
に
と

っ
て
、
筋

立
て
も
、
構
成
も
、
人
物
の
造
型
も
、
心
理
描
写
も
意
に
介
す
る
と
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
。
本
筋
と
は
全
く
関
係
な

い
挿
話
や
記
述
の
多
い
、

断
章
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
ゆ
く
そ
の
書
き
振
り
に
そ
の
こ
と
は
は

っ
き

り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
体
に
合
わ
な

い
服
を
脱
ぎ
捨
て
る
よ
う

に
、
こ
う
し
た
趣
向
を
捨
て
去

っ
た
時
、
彼

の
作
品
は
、
今
日
の
鑑
賞

に
十
分
堪
え
得
る
新
鮮
な
輝
き
を
放
つ
。
『
或
る
子
供

の
物
語
』
と

い

う
自
伝
小
説
は
そ
の

一
例
だ
。

ロ
テ
ィ
の
作
品
の
多
く
が
そ
の
日
記
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
て
い
る

こ
と
が
、
今
日
判
明
し
て
い
る
。
『
ロ
テ
ィ
の
結
婚
』

の
中
で
も
、

ロ

テ
ィ
の
日
記
な
る
も
の
が
数
ヵ
所
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
私
自
身
、
実

際
の
彼
の
日
記
と
引
き
合
わ
せ
て
み
て
、
あ
ま
り
改
変
が
施
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
実
際
の
日
記

の
中
の
事
実
が
、
そ
の
ま

ま
作
品
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
個
所
が
多
い
の
に
も
驚
い
た
。

こ
の
点
か
ら
、
彼
の
作
品
の
大
方
は
、
自
伝
小
説
だ
と
断
じ
る
こ
と
が

10

で
き

る
。

こ
う

し

た

読

み
方

を
す

る
時

、
兄

の
子

に
会

い
に

ゆ
く

く

だ

り

が
、

少

な

く

と

も

ロ
テ

ィ
自

身

に
と

っ
て
心

理

的

必

然

性

が
あ

っ
た

こ
と
が

分

る
。

ロ
テ

ィ
よ

り
十

四
歳

年

上

の
兄
ギ

ュ
ス
タ

ー
ヴ

・
ヴ

ィ
オ

ー

は
、
海
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軍

の
軍

医

で
あ

り

、
後

年

の

ロ
テ

ィ
同
様

、

世

界

各

地

を

へ
め
ぐ

り

、

タ

ヒ
チ

に

は

一
八
五
九

年

か
ら

一
八

六

一
年

ま

で

三
年

間

滞

在

し

、

マ

オ

リ

の
少

女

ラ

タ

フ
ー

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』

の
中

の
タ

イ

ハ

マ
ー

を
知
り
、
子
を
作

っ
た
。
後
イ
ン
ド
シ
ナ
で
病
を
得
て
、
故
国

へ
運
ば

れ
る
途
中
船
中
で
死
去
し
、
イ
ン
ド
洋
で
水
葬
に
付
さ
れ
た
。

こ
の
兄

は
、
弟
ジ

ュ
リ
ア
ン
の
精
神
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

弟
の
心
に

エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
の
種
を
ま
い
た
の
は
明
ら
か
に
兄
で
あ
る
。

タ
ヒ
チ
に
旅
立
つ
前
、
兄
は
沢
山
の
挿
し
絵
の
入

っ
た

『ポ
リ
ネ
シ
ア

の
旅
』
と

い
う
本
を
呉
れ
た
。
「そ
れ
は
私
が
幼
年
期
に
愛
し
た
唯

一

の
本
だ
」
と

ロ
テ
ィ
は

『或
る
子
供
の
物
語
』
の
中
で
書
い
て
い
る
。

や
が
て
彼

は
海
と
異
国
に
あ
こ
が
れ
、
兄
同
様
海
軍
に
入
る
。
彼
の
兄

に
対
す
る
愛
情
は
、
す
で
に
任
官
し
て
イ

ン
ド
洋
を
航
海
す
る
船
に

乗

っ
て
い
た
時
、
艦
長
に
頼
ん
で
兄
が
水
葬
に
付
さ
れ
た
場
所
-

兄

が
乗

っ
て
い
た
船
の
航
海
日
誌
に
よ

っ
て
、
そ
の
正
確
な
緯
度
と
経
度

12

が

分

っ
て

い
た

を
わ

ざ

わ

ざ

通

っ
て
も

ら

っ
た

ほ
ど

だ

っ
た
。

だ

か

ら

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』

の
核

の
部

分

と

は

、

ロ
テ

ィ
と

ラ

ラ

フ

の
恋

な
ど

で

は
な

い
。

そ

の
恋

が
背

景

を
な

す

タ

ヒ
チ
と

い
う

風
土

そ

の
も

の

で
あ

る
。

ロ
テ

ィ
の
小

説

で

は
、

常

に
土

地
が

主

役

だ

。

こ

の

作

品

で
も

、

ロ
テ

ィ
と

ラ

ラ

フ

の
影

の
薄

い
恋

に
比

べ
、

末

期

の
ポ

マ

レ
王
朝

の
宮

廷

の
有

様

、

滅

び

ゆ

く

マ
リ

オ
族

の
姿

、

ポ

リ
ネ

シ
ア

の

森

の
真

昼

の
深

い
静

け

さ

、

環

礁

に

か

こ
ま

れ

た
色

鮮

や

か

な

海

の
寂

寥

、
島

の
闇

の
深

さ
が

い
き

い
き

と
描

か
れ

て

い
て
読

者

を

捉

え

る
。

同

じ

タ

ヒ
チ

を
扱

っ
て

い
る

の
だ

か
ら

当

然

と

い
え

ば

当

然

だ

が

、

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』

に

は
、

ゴ

ー
ギ

ャ
ン

の
世
界

と

共

通

す

る

と

こ

ろ

が

多

い
。

た

と

え
ば

ポ

マ
レ
王
朝

の
宮

廷

。

ロ
テ

ィ
が

滞

在

し

て

い
た

の

は
、

女

王

ポ

マ

レ
四
世

の
時
代

だ

っ
た
。

す

で

に

タ

ヒ
チ

は

フ

ラ

ン

ス
の
保

護

領

と
化

し

て

お
り

、
宮

廷

に

は
頽

廃

と
衰

滅

の
気

配

が

忍

び

入

っ
て

て
、

ロ
テ

ィ
の
筆

は
、

そ
う

し
た

雰

囲
気

を

み
ご

と

に
描
き

出

し

て

い

る

。一
八
九

一
年

、

ロ
テ

ィ
よ

り

十

九

年

後

に

タ

ヒ

チ

を

訪

れ

た

ゴ

ー

ギ

ャ

ン
は
、

パ

ペ

ー
テ
到

着

三
日

後

の
六
月

十

二
日

に
、

タ

ヒ
チ
最

後

の
王
ポ

マ
レ

五
世

の
訃

を
知

っ
た

。
『
ノ

ア

・
ノ
ア
』
の
冒

頭

に
、
こ

の

王

の
葬

儀

の
場

面
が

あ

る
。

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』

を

読

ん

で

た

か

ら

こ

そ

、
彼

に

は

こ

の
葬

儀

が

ひ
と

し

お
印

象

的

だ

っ
た

に

ち
が

い
な

い
。

ロ
テ

ィ
も

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
も

と

も

に
植

民

地

文

化

に
対

し
深

い
嫌

悪

を

示

し

て

い

る
。

ロ
テ

ィ
が

「
私

た

ち

の
あ

の
ば

か
げ

た
植

民

地

文

化
。

私

た

ち

の
あ

ら

ゆ

る
因

襲

、

あ

ら

ゆ

る
習

慣

、

あ

ら

ゆ

る
不

徳

が

入

り

こ

み
過

ぎ

て

い
て
、

野

趣

は

ま

っ
た
く

過

去

の
習
俗

、

伝

統

と

と

も

に

地

を
払

っ
て

い
る
」

と

書

け
ば

、

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
は
、

ま

る

で
唱

和

で
も

す

る

か

の
よ

う

に

「王

が

い
な

く

な

り
、

彼

と

と
も

に

マ
オ

リ

の
風

習

の
最

後

の
名

残

り
が

消

え

た

。

全

く
終

わ

り

だ
。

あ

と

に
残

っ
た

の

は

文

明
人

だ

け

だ
。

こ

ん
な

も

の
を
求

め

て
遠
路

を
や

っ
て
き

た

の
だ

と
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思

う

と

私

は
悲

し

か

っ
た

」

(
『
ノ

ア

・
ノ

ア
』
)

と

言

う

。

ロ
テ

ィ
は

王
宮

の
舞

踏

会

で
背

後

か

ら

「
Hp
o
冨

コ
p

巨
〇
二

ご

(
今

晩

は
、

ロ
テ

ィ
)

と

呼

び

か

け

ら

れ
、

振

り
向

い
て

そ

こ

に

ラ

ラ

フ
を

見

出

し

、

驚

い

て

「
冨

o
δ

コ
p

ヵ
贄
譬

⊆
」

と

答

え

る
。

=

p

o
犀

蠧

」

は
ご

く

普
通

の

マ
オ

リ

の
挨

拶

の
言

葉

な

の
だ

か

ら
、

こ

こ

で
と

り
あ

げ

る
ま

で

も

な

い
こ
と

か

も
知

れ
な

い
が

、

私

は

ゴ

ー
ギ

ャ

ン

の

第

一
次

タ

ヒ

チ
滞

在
中

の
名

作

ロ
p
。
雷
蠧

ζ

p
ユ
彑

(
一
八
九

一
)
を

連

想

せ
ず

に

は

い
ら

れ

な

い
。

私

た

ち

は
、

や

は
り

第

一
次

タ

ヒ

チ
滞

在

の
際

、

ゴ

ー

ギ

ャ

ン
が

「
ζ
鎚

p
。
↓
ξ

巷

躄

」

(死

霊

は
見
守

る
)

(
一
八
九

二
)

と

い
う
大

図4ゴ ー ギ ャ ン イ ア ・オ ラ ナ ・マ リア
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作

を
描

い
た

こ
と

を

知

っ
て

い
る
。

前

景

の

ベ

ッ
ド

の
上

に
裸

体

の

マ

オ

リ
族

の
少

女
が

俯

伏

せ

に

な

っ
て

い
て
、

背

景

の
柱

の
前

に
、

横

顔

を
見

せ
た

男

女
ど

ち

ら

か

と
も

分

ら

ぬ

不
気

味

な

老

人

が
佇

ん

で

い
る

。

こ
れ

は
、

マ
リ

オ
族

が

信

じ
、

怖

れ

て

い
る

死
者

の
亡

霊

の

ト

ゥ
パ
パ

ウ
だ

。

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
が

或

る
晩

お
そ

く

パ

ー

ペ

テ

か
ら

マ
タ

イ

ア

の
わ

が

家

に
帰

っ
て
き

て
、
灯

の
消

え

た

暗

闇

の
中

で
同

棲

し

て

い
た
少

女

テ

ハ

マ
ナ
が
、

ト

ゥ

パ
パ

ウ

の
恐

怖

に
お

び

え

て

い

る
姿

を
発

見

し

た

こ
と

が

、

こ

の
画

を

描

か

せ

た
動

機

と

な

っ
て

い
る
。

1'
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と

こ

ろ

で

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』

の
中

に
も

、

ト

ゥ
パ

パ

ウ

に

つ

い
て

の
記
述

が

あ

る
。

「
タ

ヒ
チ

で
は
、

夜

の
水

浴

び

は

な

か
な

か
怖

い
。

月

夜

に
少
女

ら

は

三

々

五

々
森

の
中

を

、

い

い
知

れ

ぬ
冷

た

い
そ

こ

ご
こ

の

天

然

の
盥

に

つ
か

り

に
出

か

け

る
。

そ

の
と
き

、

た

だ

ひ

と

こ

と

「
ト

ゥ
パ

パ

フ
ー
」

と

い
う
声

が

水

浴

の
女

た

ち

の
あ

い
だ

に

な
げ

こ
ま

れ

る

と
、

女

た

ち

は
気

で
も

触

れ

た

よ
う

に
慌

て

ふ

た

め

い

て
逃

げ

る

の

で
あ

る

。
…
…

…

(
↓
。
ξ

巷

咢

。
⊆
と

は

、

あ

ら

ゆ

る

ポ

リ

ネ

シ

ア
人

の
恐
怖

の
ま

と

と

な

っ
て

い
る

、
刺

青

を

し
た

幽

霊

ど
も

の
名

前

で

、

こ
れ
自

身

が

す

で

に
恐

ろ

し

い
、

何

と

も
翻

訳

で
き

な

い
奇

怪

な

言
葉

で
あ

る
…

…
)
」

大

原

美

術
館

蔵

の

「
↓
Φ
蠧

く
Φ

蠧

く
Φ
8
⊆
蠧

」

(
歓

ば

し
き

大

地

)

(
一
八
九

二
)

の
、

悪

の
花

を
摘

も
う

と

し

て

い
る

タ

ヒ
チ

の
イ

ヴ

の

肩

の
あ

た

り

に
、

真

紅

の
翼

を
持

つ
蜥

蜴

に
似

た
奇

怪

な

動

物

が

飛

ん

で

い

る
。

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
自

身

は
、

こ

の
動

物

に

つ

い
て

は
何

↓
つ
説

明

し

て

い
な

い
が

、

す

で

に
蜥
蜴

だ

と

い
う

説

が
定

説

化

し

て
お

り
、

↓

部

の
研
究

者

は
、

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚
』

の
以

下

の

く

だ

り

を

そ

の
根

拠

13

と

し

て

い
る
。

「
…

…

ラ

ラ

フ
は

少

々
憤

慨

し

た

と
き

は
、

私

の
こ

と

を
肢

の
無

い
長

蜥

蜴

と

呼

ん

だ
。

最

初
私

は

こ
れ

が

何

の
こ

と

か
分

ら

な

か

っ
た
。

蛇

と

い
う

も

の
は
ポ

リ
ネ

シ

ア
で

は
全

然

人

の
知

ら
な

い
動
物

だ
も

の
だ

か

ら

、

ラ

ラ

フ
を
教

育

し

て
く

れ

た

例

の
あ

い

の

こ

の

先

生

は
、

こ

の
悪

魔

が

ど

ん

な
格

好

で
最

初

の
女

を
誘

惑

し

た

か

を
説

明

す

る

の

に
、

こ

の
婉

曲

な

表

現

の
力

を
借

り

た

の

で
あ

っ

た
」

宣

教

師

が

「
創
世

記

」

の

エ
デ

ン
の
園

の
話

を
す

る
際

、

蛇

を
蜥

蜴

に
変

え

て
説

明

し

た
と

は
、

タ

ヒ
チ

で

一
般

に
言

わ
れ

て

い
た

こ
と

な

の
か
も

し
れ

な

い
。

し

か
し

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
が

『
ロ
テ

ィ
の
結
婚

』

か
ら

得

た
知

識

を

絵

に
活

用

し

た

可
能

性

は
十

分

に
あ

る
。

『
ロ
テ

ィ

の
結

婚

』

の
中

に

は
、

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
が

最
後

に
移

住

し
た

マ

ル
キ

ー
ズ

群
島

の

ヒ
ヴ

ァ
オ

ア
島

に

つ

い
て

の
言

及

も
あ

る
。

ポ

リ
ネ

シ

ア
、

と

り

わ

け

マ

ル
キ

ー
ズ
群

島

で

は
白
髭

は
き

わ

め

て
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珍

し

く

、
酋

長

た

ち

の
被

り
も

の
や

装

飾

の
素

材

に
使

わ

れ

る
。

ラ

ラ

フ

の
年

と

っ
た
養

父

は

、
年

に

二
度

自

分

の
白

髭

を

刈

り

、

「
こ

れ

を

マ
ル
キ

ー
ズ

群

島

の
中

で
最

も

野

蛮

な

ヒ
ヴ

ァ
オ

ア

に
送

っ
て
」
、

生

計

を

立

て

て

い

る

の
で

あ

る
。

ロ
テ

ィ
は

こ

の
小

説

の
第

二
部

の
冒

頭

で
、

「
枝

葉

の
項

」

と

但

し

書

き

を

つ
け

つ

つ
、

三

つ
の
節

す

べ

て
を

あ

て

て
、

ヒ
ヴ

ァ
オ

ア
島

の

隣

の

ヌ
ク

ヒ
ヴ

ァ
島

に

つ
い

て
語

っ
て

い
る

が
、

そ

の
中

に

「隣

の

ヒ

ヴ

ァ
オ

ア

(或

い
は

ド

ミ

ニ
ッ
ク
)

島

で

い
ま
だ

に
盛

ん

に
行

わ

れ

て

い
る

人
肉

嗜

食

は

、

ヌ
ク

ヒ
ヴ

ァ

で

は

数

年

前

か

ら

忘

れ

ら

れ

て

い

る
」

と

い
う

個

所

が
あ

る
。

ゴ

ー
ギ

ャ
ン
は
、

一
九

〇

一
年

七

月

の

シ

ャ
ル

ル

・
モ
ー

リ

ス
宛

て

の
手

紙

の
中

で

「
な

に

は
と

も

あ

れ
、

来

月

最

後

の
努

力

を

し

に
、

ま

だ

食

人

の
行

わ
れ

て

い
る

と

い
う

マ
ル

キ

ー
ズ

群
島

の

フ

ァ
ト

ヒ
ヴ

ァ

ー4

島

に
移

住
す

る
」

と
書

い
て

い
る
。

二
月

前

に
ダ

ニ
エ
ル

・
ド

・
モ

ン

フ

レ
ー

に
書

い
た

手
紙

に

は
、

今

後

の
住

所

を

ヒ
ヴ

ァ
オ

ア
島

と

し

て

い
る

の

で
、

フ

ァ
ト

ビ
ヴ

ァ
は

ヒ
ヴ

ァ
オ

ア

の
書

き

間

違

い
で
あ

ろ
弾

・

と

も

か

く
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
が

一
九

〇

一
年

九
月

に
や

っ
て
き

た
時

、

こ

の

島

で

は
す

で

に
食

人

の
風

習

は
す

た

れ

て

い

た
。

だ

か

ら

ゴ

ー
ギ

ャ

ン

の
こ

の
知

識

は
、

二
十

年

前

に
出

た

『
ロ
テ

ィ
の
結
婚

』

か
ら

、

或

い

は

得

た
も

の
だ

っ
た

か
も

し
れ

な

い
。

図8ゴ ー ギ ャ ン ウ パ ・ ウパ
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こ
う

し

て
数

え

上

げ

て

ゆ

く
と

き

り

が

な

い
。

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
に

は
、

「
オ
ヴ

ィ
リ
」

(
野
蛮

人

)
と

い
う

題

の
有
名

な
彫

刻

が

あ

る
が

、

ラ

ラ

フ

は
、
遠

く
離

れ

た

ポ

モ

ト

ゥ

ス
諸

島

生

れ

の
友

達

の
少

女

を

「
オ

ヴ

ィ
リ
!
」

と

言

っ
て
罵

る

の

で
あ

り

、
燃

え

上

が

る
篝

火

の
側

ら

で

夜

を
徹

し

て

人

々

の
踊

る

、

ゴ

ー

ギ

ャ

ン
が

描

い

た

「
⊂
擂

ξ

p
」

(祭

)

の
光

景

は
、

『
ロ
テ

ィ
の
結
婚

』

の
あ

ち

こ

ち

に
見

ら

れ

る

し
、

ヒ

メ
ネ

ス
と
呼

ば

れ

る

マ
オ

リ
族

独

特

の
聖
歌

の

こ

と

も

、

『
ロ
テ

ィ

の
結

婚

』

と

『
ノ
ア

・
ノ

ア
』

の

双
方

で
語

ら
れ

て

い
る
。

ラ

ラ

フ
は
、

こ

の
聖

歌

の
欠

か
す

こ
と

の
で
き

な

い
歌

い
手

な

の
だ

。

「
腐

敗

し

た
」

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
を
逃

れ
、

「熱

帯

の

ア
ト

リ

エ
」
を
作

る

た

め

に
南

方

へ
赴

こ

う
と

し

て
、

ゴ

ー
ギ

ャ
ン
は
、

最

初

ト

ン
キ

ン
、

次

い
で

マ
ダ

ガ

ス
カ

ル
を
考

え

、
最

後

に

タ

ヒ
チ

を
選

ん
だ
。

こ

の
選

択

に
あ

ず

か

っ
て
最

も

力

大

き

か

っ
た

の

は

、

『
ロ
テ

ィ

の

結

婚

』

だ

っ
た

と

さ

れ

る
。

そ

の

こ
と

を
明

言

し

て

い

る

の
は
、

エ
ミ

ー

ル

・

16

ベ

ル

ナ
ー

ル
だ

。

「彼

は
、

私

を
連

れ

て

ト

ン
キ

ン

へ
ゆ

く

計

画

を
立

て

て

い
た
。

や
が

て

こ

の
方

面

で

は
得

る

も

の
が

な

い
と
知

っ
て
、

彼

は

タ

ヒ

チ

に
決

め
た
。

タ

ヒ
チ

に

つ

い
て

の

ロ
テ

ィ
の
本

を

読

ん
だ

か
ら

だ

」

実

際

、

一
八
九

〇

年

六

月

の
も

の
と

推

定

さ

れ

て

い
る

ベ

ル
ナ

ー

ル

宛

て

の
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の
手

紙

に

は
、

ロ
テ

ィ
と

タ

ヒ

チ
に

つ
い

て

の
言

17

及
が

あ

る

。

「
…

:
マ
ダ

ガ

ス

カ

ル
で

は
、

肉

は
た

だ

同
然

で
、

狩

猟

の
獲

物

も

豊
富

だ

。

商

人

で
あ

っ
た

り
、

途
方

も
な

い
贅

沢

を
望

む
な

ら

ば

、
実

際

に

は
、

思

っ
た

よ
り

生

活

に
金

が

か
か

る

。

タ

ヒ
チ

で
も

同

じ

こ
と

だ

。

町

に

は

イ
ギ

リ

ス
人

と

フ
ラ

ン

ス

人

そ

の
他

も

い
る

。

ロ
テ

ィ
は
、
船

を
自

由

に
使

え

る
、

財

産

の

あ

る
文

学

者

と

し

て
、

こ
う

し

た

も

の
を

見

て
き

た

の
だ

。

パ

ン

の
木

と

か
、

野

生

の
。ハ
ナ

ナ
と

か
。

し

か
し

こ

う

し

た
も

の
は

み

な
、

ど

こ

の
熱
帯

地
方

に
も

あ

る
。

コ

コ
椰

子
だ

と

か
…

…
」

ロ
テ

ィ
が

タ

ヒ
チ

を
訪

れ

た

の
は
、

少

尉

に
任
官

し

た
翌

々
年

、

弱

冠

二
十

二
歳

の
時

で
あ

り
、

「船

を

自
由

に
使

え

る
」

人

間

な

ど

で

は

な
く

、

ま

た

死

ん
だ

父

の
借
財

を
毎

月

給
料

か
ら

返

し

続

け

て

い
た

有

様

で
、

と

て
も

「財

産

の
あ

る
」

身

分

で

は
な

か

っ
た
。

し

か
も

当

時

は
何

ひ
と

つ
発

表

し

て

い
な

か

っ
た

の
だ

か
ら

、

「
文

学

者

」

と

さ

え

18

言

え

な

か

っ
た
。

た

だ

「首

環

の
な

い
狼

で
あ

る

」

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
が

、

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚
』

に
影

響

を

受

け

な
が

ら

も

、
身

分

の
保

障

さ

れ

て

い
る
海

軍

士

官

の

ロ
テ

ィ
に
、
終

始

反

感

を
抱

い
て

い
た

の
は

た

し

か

で
あ

る
。「彼

("

セ
ザ

ン
ヌ
)

は
本

を

読

ま

な

か

っ
た

ロ
テ

ィ
の

よ
う

な

人

間

で
は
な

い
。

彼

は
、

ウ

ェ
ル
ギ

リ

ゥ

ス
を

知

っ
て

お
り

、

レ

ン
ブ

ラ

ン
ト
と

.フ

ッ
サ

ン
を

よ
く

理
解

し

て

い
た
」

(
『
へ
ぼ

絵
描

き

の
駄

法

螺

』
)
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「
…

…

わ
れ

ら

が
偉

大

な

ア

カ
デ

ミ

ー
会
員

ピ

エ
ー

ル

・
ロ
テ

ィ

が

巧

み

に
描

い

て
み

せ

た
、

あ

あ

い
う

小

さ
な

箱

を

思

わ

せ

る
も

の
で

は
な

い
。

タ

ヒ
チ
女

ラ

ラ

フ

の
妹

で
あ

る
あ

の
お
菊

さ

ん
も

、

そ

こ

に

は

い

な

い
だ

ろ
う

。
彼

女

た

ち

は

二
人

と

も
、

す

で

に
倦

み

果

て
、

腐

敗

し

た
青

年

の
お

上
品

な

心

情

な

ど

、

理
解

で
き

な

い
」

(
『
前

後

録
』
)

こ

れ

ら

は

い
ず

れ

も
、

ゴ

ー
ギ

ャ
ン
が

タ

ヒ
チ

へ
渡

っ
て
以

後

の
文

章

で

あ

る
。

付

け

加

え

て

お

く

と

、

後

者

は

日

本

に

つ

い

て
語

っ
た

「
七

宝
焼

の
壷

」

と
題

す

る

一
文

の
中

の

も

の
だ

。

見

ら

れ

る

よ
う

に
、

ロ
テ

ィ
に

つ
い

て
論

じ

る
時

、

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の
唇

に
は

い

つ
も

皮

肉

と

侮
蔑

が
浮

か
ぶ

。
彼

は

ロ
テ

ィ
を

、
「
倦

み

果

て
、
腐

敗

し

た
」
世

紀

末

の
西
欧

の
文

明

人

と

み
な

し

て

い
る

の
で
あ

り
、

そ

れ

に
対

し

て
、

彼

は
自

分

を
原

始

的

な

「
イ

ン
デ

ィ

ア

ン
」

と

位

置

付

け

て

い
る

の

で
あ

る
。

そ
う

し
た

対

比

は
、

次

の
ゴ

ー

ギ

ャ

ン
の
言

葉

に
は

っ
き

り

あ

ら

わ

れ

て

い

る
。

「
タ

ヒ

チ

の
イ

ヴ

は
、

天
真

な
が

ら
、

と

て
も
鋭

敏

で
、

物

事

を

心
得

て

い
る
。

そ

の
子

供

の
よ
う

な

眼

の
奥

に
宿

る
謎

は
、

私

に

は
解

け

な

い
ま

ま
だ

。

こ
れ

は
も

う

、

ピ

エ
ー

ル

・
ロ
テ

ィ
が

ギ

タ

ー
を

ひ
き

な
が

ら

歌

う

き

れ

い
な

ロ

マ
ン

ス
に
耳

を

傾

け

て

い

る
き

れ

い
な
少

女

ラ

ラ

フ
で

は

な

い

(
ピ

エ
ー

ル

・
ロ
テ

ィ
自
身

も

き

れ

い
な

の
だ

)
。

こ
れ

は
、

恥
知

ら
ず

で

も

な

い

の

に
裸

で

歩

く

こ
と

の

で
き

る
、

天

地

創

造

の
第

一
日
目

の
よ

う

な

動
物

的

な
美

し
さ

を

そ

っ
く

り
残

し

て

い
る

、
罪

を
犯

し

た

あ

と

の

イ
ヴ

ー9

な

の
だ

」

(
『
偶
感

抄

』
)

た

だ

し
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
が

、

タ

ヒ

チ
を
表

現

し

た
人

間

と

し

て
、

た
え

ず

ロ
テ

ィ
を

意

識

し
、

ロ
テ

ィ
を

ラ
イ
バ

ル
視

し

て

い
た

こ
と

も

確

か

で

あ

る
。

B

・
ダ

ニ

エ
ル

ソ

ン
は
、

さ

き

に
引

用

し

た

ベ

ル
ナ

ー

ル

の
言
葉

に

も

か

か
わ

ら

ず
、

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
に

マ
ダ

ガ

ス

カ

ル
か

ら

タ

ヒ

チ

へ
行

先

の
変

更

を

求

め

た

の

は
、

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』

を

読

ん

で

興

奮

し

た

ベ

ル
ナ

ー

ル
自

身

だ

と

し

、
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の
方

は
、
『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』
は

20

小

説

だ

か

ら
あ

て

に
な

ら

な

い
、

と

言

っ
た

と

し

て

い

る
。

一
方

フ
ラ

ン
ソ

ワ

ー
ズ

・
カ

シ

ャ

ン
は
、

ゴ

ー

ギ

ャ

ン
に

『
ロ
テ

ィ

21

の
結

婚
』

を
読

ま

せ
た

の
は

、

ゴ

ッ
ホ
だ

と

い
う
説

を
と

る

。

ゴ

ッ
ホ

の
手

紙

に

は

ロ
テ

ィ
に

つ

い

て

の
言

及

が

し

ば

し

ば

見

ら

れ

、

彼

が

『
お

菊

さ

ん
』

を

は
じ

め

、

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』

『
氷

島

の
漁
夫

』

な

ど

を

愛
読

し

て

い
た

の
は

ま
ぎ

れ
も

な

い
。

カ

シ

ャ

ン
は
、

ゴ

ッ
ホ
が

末

妹

ウ

ィ

レ
ミ

ー

ン
に
宛

て

た

一
八

八
八

三

月

の
手

紙

の
中

の

「
た
と

え

ば

ロ
テ

ィ
の

『
ロ
テ

ィ

の
結

婚

』

の
よ

う

な
も

の
を

、

今

日

の
画

家

が

22

描

く

こ
と

は
、

当

然

想
像

で
き

る
」

の

一
節

か
ら

、

翌
年

秋

、

ア

ル

ル

で
共

同
生

活

を

送

っ
た
際

、
、

ゴ

ッ
ホ
が

、

「熱

帯

の

ア
ト

リ

エ
」

の
建

設

を
夢

み

る
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
に

こ

の
小

説

を
読

ま

せ
た

に
ち
が

い
な

い
、

と

推
測

す

る

の

で
あ

る
。
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ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の

タ
チ

ヒ
行

に

『
ロ
テ

ィ
の
結

婚

』

が

大
き

な
役

割

を

果

た

し

た

こ
と

は
、

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
も

ま

た

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス

ム
の
風

潮

に

動

か

さ

れ

た

こ
と

を
証

し

て

い

る
。

し

か

し

一
九

〇

三
年

、

ヒ
ヴ

ァ
オ

ア
島

に
お

い

て
、

植

民

地
政

府

の
横

暴

と
搾

取

に
対

し

、
原

住

民

の
側

に
組

し

て
立

ち

上

が

っ
た

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
に

は
、

も

は

や

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス

ム
な

ど
毛

ほ
ど

も

残

っ
て

い
な

か

っ
た
。

彼

は
、

植

民

地

に
楽

園

な

ど

あ

り
得

ぬ

こ
と

を

、
身

を
以

て
知

っ
た

の

で
あ

っ
た

。
彼

は
、

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス

ム
の
甘

美

な

夢

に
誘

わ

れ

な
が

ら
、

そ

の
夢

か

ら
覚

醒

せ
ざ

る

を
得

な

か

っ
た

過
渡

期

の
人

間

で
あ

る
。

「私

が

フ

ラ

ン

ス
植

民

地

の
生
活

に
ど

れ

ほ
ど
熱

狂

し

て

い
る

か

は

一
寸

い

い
表

せ
な

い
」

「
も

し
旅

行

者

に
少

し

で
も
感

受

性

が

あ

っ
て

、
絵

の

よ
う

な
風

景

だ

け

に
眼

を

む

け

る

の

で
な

く

、
住

民

の
現

実

の
生

活

条

件

に

い
く
ら

か

な

り
と

も

注

意

す

る
な

ら

、

三

つ
の
島

に
み

ち

み

ち

て

い
る
自

然

の

す
ぼ

ら

し
さ

や

、
感

嘆

す

べ
き

人
間

的

な

光

景

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

し

ば

し
ば

彼

は
、

悪

夢

の

よ
う

な

印
象

を

受

け

る

は
ず

で
あ

る
」

前
者

は

一
八
八

七
年

仏

領

西

イ

ン
ド

諸

島

の

一
つ

マ
ル

テ

ィ

ニ
ッ
ク

ヨ

島

に
滞

在

し

て

い
た

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の
妻

宛

て

の
手
紙

の

一
節

で
あ

卯
、

後

者

は
同

じ

島

を

一
九

五
〇

年

に
訪

れ

た

ミ

シ

ェ
ル

・
レ
リ

ス
の

「
マ

ル

テ

ィ

ニ
ッ
ク
、

ガ
ド

ゥ

ル

ー
プ

、

ハ
イ

チ
」

と

い
う

一
文

の
中

の
も

24

の

で
あ

る
。

二

つ
の
言

葉

を

隔

て

て

い
る

の
は
、

筆

者

の

「感

受

性

」

の
有

無

な

ど

で

は
な

く

、

こ

の
半

世

紀

に
お

け

る
西

欧

の
人

々
の
意

識

の
変

化

だ
。

原

住

民

の
生
活

条

件

に
対

し

、

ゴ

ー
ギ

ャ
ン
を
盲

目

に
し

た

の
は

、
未

知

と

い
う
観

念

で
あ

り

、

エ
グ

ゾ

テ

ィ
ス

ム
で
あ

っ
た
。

し

か

も

こ

の

レ

リ

ス
、

ロ
テ

ィ
を

「白

痴

」

と

罵

っ
た

シ

ュ
ル
レ

ア

リ

ス
ト

・
グ

ル

ー
プ

に
属

す

る
彼

を

ア

フ
リ

カ

へ
、

西

イ

ン
ド
諸

島

へ
と

赴

か

せ

た
も

の

の
中

に

も
、

明

ら

か

に

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス

ム
は
尾

を

曳

い

て

い
る

の

で
あ

る

。

エ
グ
ゾ

テ

ィ

ス

ム
は
、

西

欧

の
人

々
に
と

り

つ

い

た

不
治

の
病

だ

。

私

た

ち

は
、

エ
グ

ゾ

テ

ィ
ス

ム
を

た
だ

断

罪

す

る
だ

け

で
な

く

、
そ

れ

を
想

像

力

の
面

か

ら
も

う

一
度

見

直

す

必

要

が
あ

る
だ

ろ

う
。

註

1

『
ノ

ア

・
ノ
ア
』

に
は

、
実

は

三
種
類

の
稿

が

あ

る
。
ゴ

ー
ギ

ャ

ン
自

身

の

オ

リ
ジ

ナ

ル
原
稿

①

と

、

そ

れ

に
詩

人

シ

ャ

ル

ル

・
モ

ー
リ

ス

が

手

を

加

え

て
、

一
九
〇

一
年

に

ラ

・
プ

リ

ュ
ー

ム
社

か

ら
両

名

の
著

と

し

て

刊

行

し

た

も

の
②

と
、

刊

行

前

、

ゴ

ー
ギ

ャ
ン
自

身

が

そ

の
原

稿

を

自

ら

の

手

で

写

し

て

タ

ヒ
チ

へ
持

っ
て
帰

り
、

さ

ま

ざ

ま

な
感

想

や

挿

絵

を

加

え

た

も

の
③

の

三

つ

で
あ

る
。

①

は

一
九

六

六
年

に
至

っ
て

は

じ

め

て
日

の

目

を
見

、

③

は

一
九

二
四
年

に

ク

レ

ス
社

か
ら

刊

行

さ

れ

た
。

岩

波

文
庫

版

は

②

、

拙

訳

の

み
す

ず
書

房

『
オ

ヴ

ィ
リ
』

所

収

の
も

の

は
、

①

に
拠

っ
て

い
る

。

2

ゴ

ー

ギ

ャ
ン
、

ゴ

ッ
ホ
と

ロ
テ

ィ
の
関

係

は
本

文

中

で
と

り

あ

げ

る

の

で

省

略
す

る
。

エ
グ

ゾ

テ

ィ

ス

ム

に
き

わ

め

て

敏

感

だ

っ
た

ル

ソ

ー

は

、

ロ

テ

ィ
の
愛

読

者

だ

っ
た

に
ち

が

い
な

く
、

「
ピ

エ
ー

ル

・
ロ
テ

ィ
像

」

と

い
う

一45一



肖
像

画
-

異
論
も
あ
る
が
ー

を
残
し
て
お
り
、

ル
ー
セ
ル
は
文
字

通
り

の
愛

読

者

で
、

タ

チ

ヒ
に

立

ち
寄

っ
た

際

、
摘

ん
だ

花

を

押

花

に

し

て

、

ロ

テ

ィ
に
送

っ
た
り

し

て

い
る
。

パ

リ

の
国

立

図
書

館

に

は
、

ロ
テ

ィ
が

ル

ー

セ

ル
に
本

の
寄

贈

そ

の
他

に

つ
い

て
礼

を

述

べ

た
数

枚

の
絵

葉

書

が

現

存

す

る
。

3

一
九

二
四
年

、

ブ

ル
ト

ン
は

パ

ン

フ

レ

ッ
ト

「死

骸

」

の
中

で
、

ロ
テ

ィ
、

。ハ
レ

ス
、

フ

ラ

ン

ス
を

「白

痴

、

裏

切

者

、

い
ぬ
」

と

言

っ
て
罵

っ
た
。

4

0
叢

ω
莅

ζ
。
琴

冨

蚤

冨

「①
ぎ
Φ

ユ
①
ω

9

仁
S

コ
凶臼
ρ

ω
①
巨

二

㊤
。゚㊤

署

一
8

ー

一ω
刈

5

屮

⊆
コ
。

<
①
「o
凶Φ
「塾
い
。
9

ひ
。
「圃く
p
ぎ

①
コ

ω8

8
ヨ
勹
ω

(
ド
。
二

2

°。。
づ

8
∋
℃
ω噛
o
o
=
o
ρ
⊆
Φ
ユ
①

℃
巴
ヨ
℃
9
層
℃
「Φ
ωoo
Φ
oo

¢
巳
く
Φ
「ω
匿
巴
「Φ
ω

α
Φ

閃
Φ
づ
ロ
①
ρ

冨
詮

所

収
)

6

u
p
<
乙

ω
≦
Φ
Φ
§

§

"
国

三

〇
磐

oq
=
ぎ

l

p

8

ヨ
豆
ΦけΦ

ま
ρ

=
。
&

Φ
「

§

ユ

ω
8
⊆
σq
寓
o
P

お
㊤
朝

。

』
Φ
§

〉
三
お
け

に

よ

る

仏

訳

が

い
Φ
ω
<
凶o
ω

ユ
Φ

O
躄

σQ
三
コ

と

い
う

題

で
、

同
年

切
Φ
一♂
邑

社

か
ら

出

て

い
る
。

7

海

軍

に

残

っ
て

い

た

ロ

テ

ィ

に

つ

い

て

の

当

時

の

査

定

。

ピ
Φ
・゚
δ
図

bu
}§

。
互

型
Φ
旨

い
o
ぼ

そ

の
他

に
出

て

く

る
。

8

い
Φ
巴
Φ
堵

ロロ
冨
5
0
互

℃
凶①
「お

冒
0
9

℃
o
「賃
巴
冖

o
h

拶
コ

国
ω
o
p
勹
凶ω
8

0
0
=
ぎ
ω

一㊤
◎◎
ω
゜

9

e
Φ
ωδ
図
匹

き

島

前

掲

書

10

ロ
テ

ィ
は
終

生

日

記

を

つ
け

続

け

た
。

そ

の
多

く

は

ま

だ

活

字

化

さ

れ

て

い
な

い
。

刊

行

さ

れ

て

い

る
も

の
は

以

下

の
通

り
。

コ

Φ
霙
Φ
い
o
菖

』o
=
ヨ

p
=
コ
梓
岡∋
Φ

(
8
∋
①

圃

)喃
一〇◎
『
c◎

1

一
〇◎
◎◎
ジ

O
巴
∋
pコ
づ

-
い
0
<
ど

一㊤
卜o
朝

勺
団Φ
旨
Φ
い
o
芦

冒

二
∋

巴

営
什一ヨ
Φ

(
δ
∋
Φ

口

)匂
一〇Q
◎◎
bQ

ー

一
◎◎
◎0
9

0
巴
∋
pコ
5

ー
ピ
①
<
ざ

一㊤
N
⑩

』〇
ニ
ヨ
巴

ぎ
二
§
Φ
②
Φ
霊
Φ
塁
①

い
o
島

似
↓
p
三
9

い
ゆ
Qo
o
o
示
a

匹
Φ
ω
国
ε

住
o
ω

O
o
①
p
三
Φ
づ
昌
8

噂
ユ
o

℃
p
℃
Φ
2
Φ
.
一
㊤
鯉

11

兄

ギ

ュ
ス
タ

ー

ヴ

・
ヴ

ィ
オ

ー

に

つ

い

て

は
次

の

よ

う

な

研

究

書

が

あ

る
。0
8

「σq
Φ
ω
↓
p
げ
〇
三
①
冖℃
}$

午
Ω
躄

α
Φ
∪
Φ
ヨ
母
凶p
仁
x
℃
ピ
9
<
圃Φ
島
p
∋
讐
団ρ
二
Φ

住
o

Ω
二
ω
母
く
o

<
凶p
=
斜

{δ
「①

ユ
o

℃
凶Φ
「「①

い
o
冖尸

い
Φ
ω

国
臼
二
〇
コ
ω

ユ
ニ

ω
o
o
6
凶o
コ

一⑩
2

瓰

じ
①
ω
一Φk

bu
す
コ
魯

前

掲

書

13

一
九

八
九
年

に
グ

ラ

ン

・
パ

レ
で
行

わ

れ

た

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
展

の

カ

タ

ロ
グ

そ

の
他

。

14

ド
9
賃
①
ω

ユ
Φ

O
帥
¢
σq
⊆
冒

餅

芻

hΦ
ヨ
∋
①

①
け

ω
①
。゚

pヨ
凶ρ

uu
①
∋
p
a

Ω
δ
ωω
①
け」

詮

の
所

収

。
ポ

ー

ル

・
ゴ

ー

ガ

ン

『
タ

ヒ
チ

か
ら

の
手

紙
』
、
岡
谷

訳

、

昭
森

社
、

一
九

六

二
参

照
。

15

い
Φ
雰
「Φ
・゚
α
Φ
℃
p
三

〇
p
⊆
αq
三
コ

卿
0
8

「oq
Φ
甲
U
p
艮
巴

ユ
①
]≦
o
コ
h「Φ昼

0
3
°・い

一
9

。。
、

岡
谷

、

前

掲

書

。

16

い
o
茸
「o
ω
匹
①
勺
9
巳

〇
四
仁
σq
⊆
ぎ

卿

国
∋
凶す

bσ
①
∋
p
「食

一◎◎o◎
◎◎
1
一
〇◎
㊤
一

国
o
q
Φ

O
p
≡
①
び

お
罐

の
序

文

の
中

で
引

用

さ

れ

て

い

る

ベ

ル

ナ

ー

ル

の

未

刊

の
手

稿

「ピ
、
9
<
①
茸
ξ
①

住
o

ヨ
9
<
凶Φ
」

の
中

の
言
葉

。

17

前

掲
書

所

収

。

18

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
の

〉
<
p
三

2

>
℃
3
ω
に
出

て

く

る
。

19

こ

れ

ら

の

言

葉

は

、

U
9。
三
皿

O
鼠

ユ
コ
編

O
く
凶昆

Φ
o
葺

ω

住
.
⊆
コ

ω窪

く
p
αq
ρ

O
p
霞
∋
費
α
し

⑩
『
降
中

の
も

の
。
岡

谷
訳

『
オ
ヴ

ィ
リ
』
、

み
す

ず

書

房

、

一
九

八
〇

参

照

。

20

Uu
o
ロ
αq
梓
∪
9
三
2
ωω
o
P

O
p
賃
oq
⊆
ヨ

卿

↓
四
三
二

2

p
二
×

2
Φ
ω

】≦
碧
ρ
三
ωo
ρ
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い
Φ
ω
0
ユ
三
。
磊

身

℃
p
。
崖
ρ
⊆
①
悔
一
㊤
誤

。

中

村

三
郎

氏

の
訳

が

美

術

公

論

社

(
一
九

八
四

)

か

ら
出

て

い
る

。

21

牢

§

8

凶ωΦ
O
⑳
〇
三
P

O
碧

αq
三
9

δ

=
<
「Φ
住
Φ
℃
8

ゴ
Φ
」

㊤
①
。゚
。

22

み
す

ず
書

房
、

『
フ

ァ
ン

・
ゴ

ッ
ホ
書

簡

全
集

』

第

六

巻

、

一
九

一
七

ペ

ー

ジ

参

照

。

23

ド
Φ
葺

Φ
ω
ユ
Φ

O
窪

αq
⊆
ぎ

卿
器

♂
∋
∋
①

Φ
冖
。゚Φ
ω
p
ヨ
凶ω
前

掲
書

。

24

≦

畠

巴

い
。
三
ω℃

ζ
畧

凶三
ρ
二
ρ

O
¢
巴

Φ
δ
巷

ρ

ぎ

葺

い
①
ω

↓
①
∋
場

∋
。
号

ヨ
Φ
誌

、

一
九

五
〇
年

二
月

号

。

ミ

シ

ェ
ル

・
レ

リ

ス
著

、
岡

谷

訳

『
日

常

生

活

の
中

の
聖

な

る

も

の
』

思

潮

社

、

一
九

七

二

参

照
。
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